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1925年のラジオ番組のお知らせ。 

落語や英語講座、ハーモニカ演奏などが

放送されていました。

検索するキーワードを入力  検 索  

HOME > 港区探訪 > 社会科見学リレー 第4回(最終回) いろいろな情報を知ろう

 

見見見見てててて、、、、触触触触ってってってって、、、、体体体体験験験験できるできるできるできる港港港港区内区内区内区内のののの施設施設施設施設をををを訪問訪問訪問訪問！！！！  
身近身近身近身近なもののなもののなもののなものの成成成成りりりり立立立立ちやちやちやちや歴歴歴歴史史史史、、、、そしてそしてそしてそして未未未未来来来来のののの姿姿姿姿をををを知知知知ることでることでることでることで 知的好奇心知的好奇心知的好奇心知的好奇心もももも満満満満たされますたされますたされますたされます。。。。 
秋秋秋秋のののの休日休日休日休日はははは家族家族家族家族やややや友人友人友人友人とととと 「「「「社社社社会会会会科見科見科見科見学学学学」」」」をををを楽楽楽楽しんでみてはいかがですかしんでみてはいかがですかしんでみてはいかがですかしんでみてはいかがですか？？？？

世界初世界初世界初世界初のののの放送放送放送放送専専専専門門門門ミュージアムミュージアムミュージアムミュージアムでででで放送放送放送放送のののの歴歴歴歴史史史史やややや情報情報情報情報をををを得得得得るるるる 

ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫ放送博物館放送博物館放送博物館放送博物館

愛宕山愛宕山愛宕山愛宕山のののの上上上上からからからから現在現在現在現在のののの放送放送放送放送のののの第一第一第一第一歩歩歩歩がががが始始始始まったまったまったまった

23区内にある自然の山、標高25.7メートルの愛宕山頂上の放送局から、1925年に日
本初のラジオ放送が行われました。 
この跡地に建てられたのが世界初の放送専門の博物館、『NHK放送博物館』です。 
館内は1階から4階まで、放送に関する歴史や機器などが解説付きで展示されていま
す。

放送放送放送放送についてのについてのについてのについての情報情報情報情報をさまざまなをさまざまなをさまざまなをさまざまな角度角度角度角度からからからから見見見見つめるつめるつめるつめる

1階のテーマは「放送のはじまり」。実用化に向けて戦前に行われたテレビ放送実験
の様子や、ラジオ放送開始当時の再現スタジオなど、日本の放送の起源を見ること
ができます。 
中2階にはアナウンサーやカメラマンになれる体験スタジオ、2階には「放送の歴史」
をテーマにした展示があります。 
大正時代に開始されたラジオ放送によって、2･26事件の臨時ニュースやベルリンオリ
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慶応元年（1865年）頃の愛宕山から見た

江戸の町のパノラマ写真。 

当時は現在の東京駅や品川駅のある場

所まで見渡せたそう。

 

10/28（日）まで「テレビ60年『カラー放送の時代』」、11/4 
（日）まで「こんにちはふるさと・地域放送局のちから～
NHK大分～」、11/11（日）まで「見つめなおそう日本～日
本の世界遺産～」、3つの特別企画展が3階の企画展示室
で開催されています。

港区愛宕2-1-1 

TEL. 03(5400)6900  
東京メトロ神谷町駅より徒歩8分、 
都営地下鉄御成門駅より徒歩10分

 

営業時間：9:30～16:30 
休館日：月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始  
入場料：無料 

http://www.nhk.or.jp/museum/index.html
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ンピックの実況、そして、終戦を伝える玉音放送などの情報が伝えられました。 
戦後は街頭インタビューや国民からの投書など、より生活に身近な内容が放送され
ます。 
1953年にはテレビ本放送が開始。ドラマや歌番組など、情報だけでなく娯楽を提供す
る媒体として、テレビが重要な存在になっていく様子がわかります。 
ここではラジオやテレビの変遷とともに当時の放送機器などが見学できます。

3階はテレビやラジオが時代に沿ってどういった役目を果たしてきたかを「放送が伝え
るもの」というテーマで展示しています。 
懐かしい番組やキャラクター、スポーツ中継、災害報道など、時代によって必要な番
組作りが変わってきたのがわかります。 
4階にはこれまでＮＨＫが放送してきた中から約8000本の番組をブースで視聴したり、
放送に関する図書などが閲覧できる「放送のライブラリー」や期間限定の特別展示な
どがあります。

身近な存在であるテレビやラジオがこれまで歩んできた歴史や変化を学びに、気軽
に訪れてみてください。 

◆◆◆◆Information

 

幕末幕末幕末幕末からからからから続続続続くくくく外交外交外交外交のののの歴歴歴歴史史史史をををを知知知知りりりり現代現代現代現代のののの日本日本日本日本のありのありのありのあり方方方方をををを考考考考えるえるえるえる 

外務省外交史料館外務省外交史料館外務省外交史料館外務省外交史料館

外務省所外務省所外務省所外務省所蔵蔵蔵蔵のののの貴重貴重貴重貴重なななな外交史料外交史料外交史料外交史料をををを実実実実際際際際にににに見見見見てみようてみようてみようてみよう

麻布台にある外務省飯倉公館敷地内に、一般の方が見学できる一角があります。こ
れが1971年に開館した『外務省外交史料館』です。 
世界の国々と交流するための機関として設立された外務省の歴史に関する史料など
を見学できます。

本館1階には、主な所蔵史料や旅券の遍歴の紹介、歴代外務大臣が列記された一
覧表などが展示されたコーナーがあり、このコーナーでは「命のビザ」を発給し続けた
外交官、杉原千畝に関する史料も展示しています。



1866年に幕府から発行されたパスポー

ト。 

よく見ると「眼小キ方」「鼻高キ方」など顔

の特徴が書いてあります。
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特別展示には白洲次郎の直筆メモが書

き込まれた極秘文書も。 

極秘の印が押してある史料が公開される

のは大変貴重なこと。

 

10/31（水）まで平和条約発効から60年を記念した特別展
示「サンフランシスコ講和への道」が開催されています。

港区麻布台1-5-3 
TEL. 03(3585)4511 
東京メトロ六本木一丁目駅より徒歩8分、  
六本木駅、神谷町駅より徒歩10分

 

開館時間：10:00～17:30 
休館日：土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始、 

および臨時の休館日として公示した日 
入館料：無料（入館の際に身分証などをご提示ください） 
※20名以上で見学を希望する場合は、HPにある「別館団体利用申込書」で
事前にお手続きください。  
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/honsho/shiryo/

 

幕末以降幕末以降幕末以降幕末以降のののの日本日本日本日本をををを作作作作りりりり上上上上げたげたげたげた諸外諸外諸外諸外国国国国とのとのとのとの関関関関係係係係のののの歴歴歴歴史史史史をををを知知知知ろうろうろうろう

別館の2階には展示室があり、展示室の壁に沿って展示されているのが常設展示、
中央が特別展示です。

常設展示には幕末から昭和までの外交史料が展示されています。例えば、1858年に
アメリカと結んだ「日米修好通商条約」や、当時の米国大統領リンカーンから徳川家
茂に送られた親書など、貴重な文書が多数展示されています。 
さらに、1945年に日本が署名した「降伏文書」や「平和条約」、「日米安全保障条約」
など、現在の日本の外交に繋がっていく史料が並びます。 
ほかにも、パリ講和会議に出席した各国代表の記念サインの写真や明治時代の鹿
鳴館の晩餐会メニューなど、珍しい史料も見逃せません。

現在、「サンフランシスコ講和への道」と題した特別展示が行われています（10/31ま
で）。戦後日本が正式に国際社会に復帰するための平和条約署名までの道のりを、
さまざまな外交史料からうかがい知ることができます。 
日本が世界にどう対峙してきたかという情報を知ることで、今へ繋がる歴史の面白み
や深みを感じられるでしょう。 
ぜひ、一度足を運んでみてください。

◆◆◆◆Information



取材協力：NHK放送博物館、外務省外交史料館

外交史料館には、吉田茂元首相によるサンフランシスコ平和条約受諾演説の原稿が再現されています。 
外国人記者から「まるでトイレットペーパーのよう」と評された巨大な巻物は、迫力十分です。

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp
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